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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・ベッドコントロールについて

現在、北病棟への転入候補として西病棟Ｂユニットの中野渡鉄男様が上がっています。主治医へ転入に関しての確認を既に行っており、許可となっています。

・接遇に関して

普段から、言葉遣いや身だしなみに気を付け、周囲や対面時に相手に不快な印象を与えないように注意しましょう。

・ＧＡＦのデータ入力について

現在、深夜勤務者がパソコン入力を行っていますが、未入力・入力ミスが見られます。入力時は間違いのないように注意しましょう。

・日常生活支援評価担当より

９／５（月）までの締め切りとしていた評価表の提出がされていない担当があります。期日を順守し提出するようにしましょう。また、各受け持ち担当患者様の決算報告書をスタッフファイルへ入れていますので、カルテへの記載を行って下さい。振り分けた時点で決算報告書の記載がされてない患者様に関しては、各受け持ち担当スタッフで関わって行きましょう。

・面会票の記入について

面会があった際、カルテにある『面会状況一覧表』への記載がされていない事があります。面会があった際は、フローシートの面会欄への記載と共に面会状況一覧表への記載も行うようにしましょう。また、毎月行うカルテチェックにて最終確認をするようにして行きましょう。

・看護グループ内研修について

９／２７（火）、９／３０（金）の２日間で、『ＳＳＴの基本～理論から体験まで～』のテーマで研修が行われます。場所は青陽館１階となっています。勤務を確認し参加するようにして下さい。

・法人研修について

９／６（火）、９／７（水）の２日間で、『医療福祉の場で実践する感染対策』のテーマで研修が行われます。また、勤務などで参加出来なかったスタッフを対象としたビデオ研修が、９／８（木）１７：２０より病院２階会議室にて行われます。勤務を確認し参加するようにして下さい。

・防災対策委員会より

９／８（木）１０：３０より、防災ビデオの上映を行う事になっています。今年度は午前中のみの実施となりますので、Ｂグループは作業療法が終了次第観て頂く事となります。

・リハビリテーションプログラム担当より

アフターミーティングが上手く機能していない状況が報告されています。理由としては、開始までに時間があり他の業務を行う事でミーティング開始時間に遅れがある、ミーティングを行っているかを把握していないスタッフがいる事が挙げられています。２点を改善するため、開始時間の変更を行っています。９／６（火）のリハビリテーションプログラムより開始しますので、忘れずに参加するようにしましょう。

時間→１５：００（各病棟へ患者様誘導が終了次第）

場所→体育館

＜患者様連絡事項

・三上　勇様～歯痛による右頬の腫脹は見られていませんが圧迫痛の訴え聞かれている事から、９／７（水）の朝食後より、ロキソニン　２Ｔ　２×朝・夕／５Ｔ（解熱消炎鎮痛剤）が継続処方となっています。歯痛の有無を確認し、腫脹・圧迫痛の有無の確認も行っていきましょう。

９／７（水）、眼鏡購入のための外出申請が許可となっています。出棟時、医事へ寄って用意して頂いた小遣いを受け取り出掛ける予定となっています。

・滝田　英人様～９／８（木）～９／９（金）に３０７号室の壁・床の修繕工事が行われます。それに伴い、３０３号室へ一時的に移動して頂く事となります。事前に説明を行い、当日の朝８：３０までに移動を終了して頂くようにしましょう。

＜医療福祉学会　看護研究進捗状況報告＞

・廣瀬、赤坂、佐々木（孝）チーム

ＦＣＡＴという評価表を用いて、対象患者様５名へアンケートを実施しています。今後は、アンケート結果を集計し、金銭管理に関して支援が必要な部分を導き出し、そこへ重点を置いた勉強会を実施する予定としています。勉強会終了後、再度、同じアンケートを行い評価を行う事としています。

・油津、水上チーム

９／７（水）のナイトプログラムで音楽を流す事について説明を行い、音楽を流していきます。今後は、患者様の余暇の過ごし方や生活リズムに関する状況をカルテに記載し、評価をして行く予定です。

【音楽を流す時間帯】

深夜→６：００～７：００

日中→１３：００～１４：００

準夜→２０：００～２１：００

・中村、木村チーム

余暇時の過ごし方（臥床傾向、ぼんやり過ごすなど）を評価する表を用いて、対象者の評価を行うと共に、余暇時にスタッフや他者と一緒にテレビを観るなどのコミュニケーション、アプローチを行っていきます。プランター菜園に関しては、患者様同士のコミュニケーションが取れている状態なので、継続して評価していきます。

・佐々木（正）、苅田、三浦チーム

疾病教室（看護グループ事業）の実施に合わせ、服薬に関するアンケートを実施する事としています。アンケート用紙の作成と修正に関して現在、行っている途中です。

＜田名部Ｄｒ　ケースカンファレンス・診察＞

・倉橋　生子様～周囲を気にする発言、不平・不満を訴える事があり、素っ気無さや声高さがなど気分変動が著明に見られています。他者とのトラブルには至りませんが、引き続き、精神症状の観察、言動に注意して行きましょう。

診察：やや不機嫌さ、素っ気無さあり、主治医の質問に対しても「はい」「いいえ」など返答のみが多く聞かれています。本日の定期薬より、リスペリドン（２）２Ｔ（１－０－１）　３×ｎｄＥ／７Ｔ（精神神経用剤）へ薬剤調整が行われています。

・菊地　明子様～青山荘見学後より、気分の落ち込みや焦りがある様子伺えます。現在は、日課への支障なく、各プログラムへの参加も出来ています。

診察：眠気を訴え、下肢のムズムズ感があると話されています。人前（主に集団）に出ると症状が出現するとの事で、１５分程度続くとのこと。主治医より、青山荘の見学について問われると「家庭的な雰囲気がありました」と返答しています。今後は、服薬調整を行い精神症状の観察をして行くとの事で、気分の落ち込みの有無や下肢のムズムズ感、眠気の有無の確認などを行っていきましょう。また、本人が不安や焦りを訴えた際は傾聴して行きましょう。

・林　田鶴子様～会話調の独語聞かれています。誰と話しているか問うと、主にご家族と話をしているといった内容の返答が聞かれています。体感幻覚（お腹の中にペンギンがいるなど）に関しては徐々に少なくなって来ている印象を受けています。現実にあり得る内容での訴え（実在する人物、症状など）が聞かれています。

診察：主治医より体調を問われると「痛いのは治ってきました」と話され、「統合失調症の薬を飲むようになったら良くなりました」と返答しています。主治医より、以前から服用している事を説明されると「そうなんですか？」と話されています。独語に関して問われると「家族と話しています」と返答聞かれています。定期薬より、ハロステン（１）３Ｔ　３×ｎｄＥ／７Ｔ（精神神経用剤）が薬剤調整されています。引き続き、精神症状の観察を行っていきましょう。

・飯豊　信雄様～体感幻覚を訴えており、表情の硬さも見られています。「お茶を飲まれた」と話し、相手を決め付けて話している事がありました。粗暴行為等はありませんが、他者とのトラブルに注意し引き続き、精神症状の観察をして行きましょう。

診察：主治医より、体感幻覚に関して問われると、否定する事があります。お茶に関しては「少し飲まれていた」と話しています。そのような事があった場合は、相手に言いに行くのではなくスタッフに相談するよう説明を受けています。興奮等に関しては、「今はない」と話されています。






















